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　　　　 2013年のスタートにあたって

 「特定非営利活動法人　ＮＰＯくまもと」

代表理事　古 賀 倫 嗣　　　　

　新年、あけましておめでとうございます。
　熊本市民の皆様、「あいぽーと」利用者の皆様、どんな新年をお迎えでしょうか。
　平成23年３月の東日本大震災以降、市民と市民を結び付ける「絆（きずな）」という言葉が注目されています。
それまでは、「地縁」「職縁」など「縁（えん）」という言葉が使われていたものが、一歩進んで積極的にお互いが
関わろうとする力、新しく何かを生みだしていく力として「絆」が求められてきたと考えています。
　市民活動は、市民と市民を「地域課題の解決・改善」の理念と目的でつなぐ活動です。熊本市では、昨年制定し
た「熊本市市民参画と協働の推進条例」の中で、「協働」の理念について「同じ目的のために、それぞれが対等な
立場に立ち、役割と責任を担い、協力すること」とうたわれております。平成25年も、「あいぽーと」は市民協働
の拠点として、「絆」づくりに努めてまいります。「『想い』を語る」ことから「仲間を作る」ことへ、さらには
「一緒に課題解決の活動に取り組む」ことへ、そのお手伝いができれば幸いです。
　どうぞよろしくお願いいたします。

随時受付

NPO法人関連セミナー

ボランティア登録者研修会

市民公益セミナー（５回）

あいぽーとカフェ

NPO設立・運営相談

NPO労務相談（第１第３火曜）

個別ボランティア相談

市民活動
団体・市民
支援

情報発信

わくわく基金
運営

研修・講座

交流

相談

ホームページの更新

あいぽーと通信の発行（毎月１日）

メールマガジンの発行

ボランティア情報（年２回）

情報誌eyesの発行（年２回）

相談

説明会

報告会

基金運営

基金に関する相談

登録に関する説明会

募集説明会

助成団体募集・決定

運営委員会

随時受付

随時更新

随時受付

随時受付

随時発行

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

設立セミナー
１/18（金）

中間報告・交流会
１/11（金）

25年度
助成団体決定

24年度
報告・交流会

24年度・第５回
１/1１（金）

１/５（土）

１/25（金）締切

設立セミナー
２/８（金）

１/11（金）

２/17（日）

25年度・第１回

会計セミナー
２/22（金）

25年度募集

★2013年前半のあいぽーとの事業スケジュール予定★
　あいぽーとは「ＮＰＯなど市民活動団体や市民の活動支援」「情報発信」「くまもと・わくわく基金運営」の３つの柱で事業を行っ
ています。2013年も市民公益活動がさらに活発となるよう、様々な事業を行っていきたいと考えています。
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で
あ
る
平
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年
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後
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年
未
満
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ト
ア
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プ
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動
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業
に
助
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す
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「
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野
指
定
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プ
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分
野
指
定
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定
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団
体
か
ら
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が
あ
り
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審
査
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行
わ
れ
ま
し
た
。
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査
で
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民
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る
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持
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れ
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独
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。
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に
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。
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図　平成24年度「くまもと・わくわく基金」
助成団体決定までの流れ
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「くまもと・わくわく基金」助成事業審査会　明石委員長　総評　

　「くまもと・わくわく基金」は今回が初めての募集でしたが、たくさんの応募があり、非常によかったと思っ
ております。
　プレゼンをしていただいた団体の内容を一言で言うならば「地域におけるつながりの再発見」でしょうか。東
日本大震災の例をとりましても、山積する地域の課題は、行政だけで解決できるわけではありません。NPOや
市民との協働、人とのつながりを活かすことで初めて、解決できるという時代になってきています。皆様方の活
動は、まさに地域の新たなつながりを創造し、再発見をしていく、あるいは、強めていく取り組みの具体的なご
説明であったと思います。聞いておりまして、大いに期待ができるという気持ちを改めて強く抱きました。
　ただ、協働や連携は支える仕組みがないとなかなか実現できません。今回立ち上がった「くまもと・わくわく
基金」は、企業や市民からいただいたご寄附を活動団体に助成するという正しく新しい公共を支える大きな仕掛
けと言えます。
　この仕組みがいろいろな形で市民の皆様に伝わることで、さらに寄附が集まり、さまざまな活動に取り組みた
いという団体も増えていくという良い循環が始まり、今後、ますます大きく育っていくことを心からお祈りする
ものであります。
　そういう意味で、今日、プレゼンをいただきました取り組みは、今後につながっていくことが、大いに期待で
きる内容であったように思います。また、プレゼンも決められた時間の中で取り組みがきちんと紹介され、どう
いうことをしたいのかが伝わってきました。皆様方の取り組みについて大いに勉強させていただきました。
　来年、再来年と皆様の活動の今後の展開に期待をしつつ、簡単ではございますが、本日の総評ということにさ
せていただきます。どうも、ありがとうございました。

24年度助成団体の紹介

スタートアップ助成団体

　はーとりんく熊本

活動　「はーとりんく熊本」は、命に緊急な事態が起
こった時、また急病やケガの際に、現場に居合わせた人
が行う‘手当て’を伝えています。救急隊が到着するま
で、又治療を始めるまでの間、命と心を引き継ぎ、助け
が必要な人に寄り添う術‘すべ’を持つ人が増えること
で、熊本が『命と心がつながるやさしい街』になってい
くでしょう。より悪化しない手当て・回復が早まる手当
て、実は私達市民にもできることがあります。又、災害
時の備えにもなると考え取り組んでいます。

助成金　月に１回の‘応急救護手当て講習会’を開催
していきます。（計５回開催）どなたでも参加できます。
開催申し込みや問い合わせお待ちしています。（心肺蘇
生法・AEDの操作・のどづまりの対拠法・出血やケガ・
急病の時の手当てなどの内容です。）

10年後　子供達（小学生から高校生まで）の学校教育
の一環として、命と心をつなぐ術を一般市民の立場で伝
えていく活動ができていたらいいなと思います。

　特定非営利活動法人 余芳舎

活動　余芳舎（よほうしゃ）は、就労する機会を得る
事が困難な障がい者等の労働弱者に対し、その機会を提
供し自立支援を通して豊かな地域社会を創り上げていく
ことを目的として平成24年8月に事業所（就労継続支援
A型）を設立しました。この事業所で様々な障がいを持
つ方々約20名を雇用し、企業から受けたベビー服の加
工や新聞の折込配布、ビル清掃等の作業を主体に活動を
行っています。

助成金　当法人が持つ就労継続支援A型の知識を活か
し、熊本市在住の精神障がい者を対象に熊本県内にある
みかん農家で、園芸療法と訓練中の収入を得ることを兼
ね、みかんの収穫繁忙時期に収穫技術の講習を行います。

10年後　一人でも多くの障がい者が一般就労できるよ
う、余芳舎が最大限にサポートし、今以上の地域社会の
向上発展に貢献する団体になります。
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分野指定助成団体

　うえき自然塾
活動　うえき自然塾は、北区植木町の田原小学校区の
小さな里山にあります。美しい小川が流れ、竹山と田ん
ぼ、栗畑などあり、四季折々の自然の美しさに満ちてい
ます。この豊かな自然をこども達に体験させたいと想い、
平成19年５月に同じ思いを持つ仲間と活動をスタート
させました。月１回日曜日に親子で、ここでしか味わえ
ない活動を工夫しながら１日を過ごしてもらっています。
活動の柱は、「食」「作」「遊」の３つ。毎月季節に合わ
せた活動を食と合わせて実施しています。

助成金　活動をより多くの人に周知・理解してもらう
ための広報活動や活動が安全かつスムーズに行えるよう
な活動の場の保全・整備、あるいは、活動の充実のため
の道具や材料の購入に充て、今後の活動をさらに広げて
いきたいと考えています。

10年後　現在の施設や活動の場を整備しながら、さら
に奥の森にツリーハウスを造るなど、子ども達がわくわ
くする場を広げたいです。また、研修施設を作り、大人
の活動も充実させていきたいです。そのためにも多くの
皆さんに活動を理解していただき、後継者の育成にも努
力していきます。

　くまもと発達支援親の会「めだか」
活動　めだかは、発達にかたよりのある子どもを持つ
親が中心となり平成４年に発足しました。情報交換や親
同士の交流を図り、子どもを理解するために学び合い、
子どもの幸せを願い、支え合っています。主な活動は、
月１回の感覚統合の専門家による学習会や情報交換、
「めだか通信」の発行、子どもの療育活動、スターチル
ドレン（高校生・青年たちの仲間作りの場）、小・中・
高校生・青年のニーズにあった勉強会、発達障がいの理
解や啓発、行政機関への働きかけなどです。

助成金　知的な障がいを伴わない子どもたちの療育の
場を存続させることは何よりも重要です。子どもの感覚
のかたよりや苦手な分野を検査する為の備品や療育のた
めの場所の確保等、より一層の療育の充実と学習に使い
たいと考えています。

10年後　専門家に相談し教えて頂いた感覚統合の療育
を家庭でも実践し、子どもたちが、将来、自分らしく働
く社会人になっていける活動をしていきます。会の発足
当時小学生だった子どもたちは、次々と社会に巣立ち、
新たな課題と向きあっています。めだかグループでの療
育という支援ばかりでなく、就労・生活支援についても
取り組みを進めていきたいと思います。

　NPO法人 成年後見
　　　安心サポートネット熊本
活動　当法人は平成12年に介護保険制度との両輪とし
て創設された成年後見制度の活性化を目指して設立した
NPO法人で、高齢者や障がい者に特有の諸問題に関す
る相談事業や後見人等の受任、後見制度等に関する講演
会や各種研修会の開催等を行っています。
　特に未だ一般市民の方々に認知度の低い成年後見制度
の内容をよく知っていただくため、成年後見無料相談会
の開催に力を入れて取り組んでいます。

助成金　人権擁護機能と生活保持機能という二つの機
能を併せ持った成年後見制度という素晴らしい仕組みに
ついて、より多くの市民に知っていただくため、成年後
見無料相談会の開催についての広報経費等の一部として
有効に活用していく予定です。

10年後　超高齢社会の下、弁護士等の専門家後見人に
代わって市民後見人の数が著しく増加することが予想さ
れますので、円滑・適正な後見事務を担保するために、
当法人が公的団体等から委託を受け、市民後見人の後見
事務の指導監督の任に当たるような立場に成長します。

　さわやかボランティアーズ
活動　さわやかボランティアーズは、居住地域ごとに
仲間づくりをし、地域に根ざした社会参加活動を行うと
いう趣旨で、平成13年５月に結成されたボランティア
グループです。これまで培ってきた技術、知恵、趣味、
特技を生かしたボランティア活動を通じて、社会に役立
つ活動の推進並びに自分自身の生きがいつくりと健康つ
くりを目指しています。活動は「会員全員で実行する活
動」と「地域ごと分けた班活動」の２つに分けられます。

助成金　会員全員で実施している「ボランティアーズ
祭り」と「ふるさと祭り」に助成金を使います。ボラン
ティアーズ祭りでは、伝承遊びの竹トンボ、紙ヒコーキ、
シャボン玉等の材料代に、またふるさと祭りでは地域の
子どもや児童園の園児を「餅つき大会」「どんどや」に
招待する経費に使います。

10年後　10年後には65歳以上の高齢者が人口の30％
以上を占めると推測され、高齢者同士の介護、孤独死の
頻発、医療費の拡大等、高齢者問題がさらに深刻になる
と想像します。そのような社会では、ボランティア活動
は益々必要不可欠となると思われます。今後は、組織の
充実を図り、社会に役立つ団体になる努力をします。
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　平成25年度の助成事業は、「スタートアップ助成
事業」と「分野指定助成事業」の助成を行います。
分野指定助成事業は、次の４分野となっています。
①「保健、医療又は福祉の増進を図る活動」
　　　　　　　（㈱えがお・わくわく基金より）
②「環境の保全を図る活動」
　　　　　　　（コスギスマイル基金より）
③「生涯学習・子どもの健全育成を図る活動」
④「まちづくりや地域安全の推進を図る活動」

◆締め切り　平成25年１月25日（金）
＊助成事業の申請には団体登録が必要ですので、
　まだ登録されていない団体は併せて団体の
　登録申請もお願いします。

◆詳細は、あいぽーとまでお問合せください。　
また、あいぽーとでは助成申請の支援も行っ　
ていますので、ぜひご活用ください。

　あいぽーと　TEL096-366-0168

平成25年度の「くまもと・わくわく基金」助成団体の募集開始！

くまもと・わくわく基金

平成25年度スケジュール

平成24年12月26日（水）　募集説明会
平成24年12月　３日（月）～平成25年　１月25日（金）

　　　　　　　　　　　　助成事業募集
平成25年　３月　　　　　選考（書類審査、公開
　　　　　　　　　　　　プレゼンテーション）

平成25年　４月　　　　　助成事業決定
平成25年　４月 ～平成26年　３月31日（月）
　　　　　　　　　　　　助成事業の実施
平成26年　４月11日（金）　報告書提出
　　　　　　５月　　　　　報告会、交流会

　城下町和 samonもてなし隊

活動　城下町和 samon もてなし隊は、熊本城の城下
町「新町・古町」地域において、平成22年より地元案
内人による町歩きガイドを行っています。「新町・古
町」の名所・名店を掲載した散策マップでは、「新町・
古町」のお店で出来る体験ツアーなども紹介しています。
散策マップを片手に、町案内人によるガイドと共に、城
下町の歴史・文化・うまかもん・人を存分に楽しんでい
ただきたいと思います
  
助成金　城下町くまもと 新町・古町散策マップの改訂
版を作製し、観光客の増加や賑わいづくりにつなげます。
 
10年後　県内外から来られたお客様に体験ツアーで自
分で作ったものを持って帰っていただいて、「新町・古
町」の歴史・文化を身近なものと感じていただき、町の
人やご家族と話題にしていただきコミュニケーションを
深めていけるような、そんな活動にしていきたいです。

　NPO法人 しらさぎ
活動　平成19年11月に NPO法人を設立しました。そ
の母体・構成員の大半は白鷺電気工業の社員とその家族
です。①熊本城石垣除草清掃（110名）②八代城址・水
島の石垣除草清掃（130名）③老健施設（133名）④西
原村下草刈（100名）の４大事業に永年取り組んでいま
す。（数字は前年度参加人数）更に、本年より熊本市主
催の「くまもと環境フェア」で、太陽光発電や小水力発
電の仕組みを展示紹介しました。何れの活動も定着し、
年間行事化しています。

助成金　西原村下草刈りは、水資源涵養植樹活動（平
成20年～21年）から始まり、苗木の成長に邪魔になる
雑草除去は水循環過程において欠かせない作業です。森
林を育てる大切な作業にボランティアを募る、その輸送
費及び鎌や手袋等作業用品に活用させて頂き、今後のさ
らなる参加者の広がりにつなげたいと思います。

10年後　法人の社会貢献活動として始った各種のボラ
ンティア活動魂は、社員は元よりその家族にも恒例化し、
浸透しています。市民公益活動に賛同する多くの仲間を
つのり「認定NPO法人」を取得した私たちの団体は、
活動事業を増やし、毎月１回は、多方面からの参加者で
溢れる諸活動を実施し続けています。
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市
民
活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が

多
く
の
情
報
を
発
信
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、

私
た
ち
企
業
も
さ
ら
に
応
援
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

㈱
え
が
お

代
表
取
締
役　

北
野
忠
男
さ
ん

 

聞
き
手　

熊
本
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
ぽ
ー
と

セ
ン
タ
ー
長　

岡
部
香
月

市民活動を
  支える企業

■
企
業
は
単
に
利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
社

会
の
た
め
に
存
在
し
て
お
り
、
地
域
の
お
か
げ
で
ビ

ジ
ネ
ス
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

（
岡
部
）
え
が
お
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
社
会

貢
献
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

（
北
野
）
７
年
ほ
ど
前
か
ら
南
阿
蘇
で
米
作
り
を
始

め
ま
し
た
。
そ
れ
が
米
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
冬
に

も
田
に
水
を
張
る
こ
と
で
熊
本
の
地
下
水
を
守
る
と

い
う
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
５

年
ほ
ど
前
か
ら
、
社
内
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
や

使
用
済
み
切
手
の
回
収
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
金
曜
日
に
は
、
社
員
全
員
で
会
社
周

辺
の
ご
み
を
拾
う
清
掃
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
岡
部
）
そ
う
い
っ
た
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
で
社
員
の
方
に
な
に
か
効
果
が
生
ま
れ
ま
し
た

か
？

（
北
野
）
企
業
は
社
会
の
た
め
に
存
在
し
て
お
り
、

地
域
の
お
か
げ
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
単
に
利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な

く
、「
社
会
の
お
か
げ
で
」
と
い
う
意
識
が
大
事
で

す
。
そ
の
こ
と
が
社
員
に
も
浸
透
し
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
岡
部
）
そ
う
い
っ
た
社
長
の
お
考
え
は
、
ど
う

い
っ
た
機
会
に
社
員
の
方
に
お
話
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
？

（
北
野
）
こ
と
あ
る
ご
と
に
何
度
も
話
を
し
て
い
ま

す
。
朝
礼
で
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員
と
の
対
話
会
を
開

催
し
社
会
の
お
か
げ
で
私
た
ち
が
生
か
さ
れ
て
い
る

事
に
感
謝
を
す
る
よ
う
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
岡
部
）
社
員
の
方
も
す
す
ん
で
参
加
を
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

（
北
野
）
初
め
は
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
続
け
る
中
で
地
域
の
方
と
挨

拶
を
交
わ
し
た
り
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
て
い
る

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
自
主
的
に
参
加
を
す
る
よ
う

に
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
雨
の
日

や
寒
い
日
は
心
中
ど
う
思
っ
て
い
る
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
（
笑
）
こ
の
よ
う
に
自
主
的
に
地
域
と
か
か

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
岡
部
）
え
が
お
さ
ん
は
「
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

を
育
て
る
」
と
い
う
理
念
を
お
持
ち
で
す
が
、
こ
の

お
考
え
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

（
北
野
）
企
業
は
社
会
に
貢
献
で
き
る
存
在
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
社
員
に

も
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
材
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

へ
行
っ
て
も
大
切
に
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
社
会

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
志
を
持
つ
人
が
増
え
る
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
企
業
に
は
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
る

使
命
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
わ
く
わ
く
基
金
の
市
民
活
動
団
体
を
育
て
る
と
い

う
趣
旨
に
共
感

（
岡
部
）
く
ま
も
と
・
わ
く
わ
く
基
金
は
、
熊
本
市

が
政
令
市
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
１
年
に
も
満
た
な
い
た
め
、
な
か
な
か
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
が
な
い
の
で
す
が
、
ど
う

い
っ
た
思
い
で
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？

（
北
野
）
熊
本
経
済
の
発
展
の
た
め
に
は
、
地
域
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
社
会
的
企
業

を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
く
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ま
も
と
・
わ
く
わ
く
基
金
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民

活
動
を
支
援
し
、
育
て
て
い
く
と
い
う
目
的
が
は
っ

き
り
し
た
基
金
で
あ
る
と
伺
い
、
そ
の
趣
旨
に
共
感

し
、
ご
協
力
で
き
れ
ば
と
考
え
て
寄
附
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
岡
部
）
自
分
た
ち
が
応
援
す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

お
あ
り
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

（
北
野
）
そ
う
で
す
。

（
岡
部
）
わ
く
わ
く
基
金
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
助
成

を
い
た
だ
い
た
団
体
が
、
寄
附
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
思
い
に
、
活
動
と
い
う
目
に
見
え
る
形
で
応

え
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
こ
う
い
っ
た

分
野
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
は

お
あ
り
で
す
か
。

（
北
野
）
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
増
進
、
あ
る
い
は

環
境
保
全
と
い
う
分
野
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
と
く
に
私
ど
も
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
生
活

を
応
援
し
て
い
る
会
社
で
す
の
で
、
健
康
づ
く
り
の

分
野
が
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
市
民
活
動
団
体
は
、
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
く
ら
い
の
意
気
込
み
で
さ
ら
な
る
情
報
発
信
を
！

（
岡
部
）
寄
附
さ
れ
た
企
業
と
し
て
、
わ
く
わ
く
基

金
の
助
成
を
受
け
る
団
体
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
期

待
や
希
望
を
お
持
ち
で
す
か
？

（
北
野
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民
活
動
団
体
の
方
々
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
明
確
な
目
的
を
持
ち
、
活
動
に
ま
い
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
私

た
ち
市
民
に
と
っ
て
、
熊
本
市
は
も
っ
と
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
『
活
発
な

市
民
活
動
に
よ
っ
て
暮
ら
し
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の

都
市
を
実
現
し
た
全
国
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
熊
本

で
作
り
上
げ
る
』
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
目
標
を

持
っ
て
頂
き
た
い
で
す
ね
。

（
岡
部
）
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
も
九
州
の
中
で
立

派
な
活
動
を
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
市
民
活
動
を
し
て
い
る
団
体
へ
エ
ー
ル

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
北
野
）
こ
れ
か
ら
高
齢
化
は
進
み
、
厳
し
い
経
済

状
況
に
回
復
の
兆
し
は
見
え
ず
、
誰
も
が
漠
然
と
し

た
不
安
を
抱
き
な
が
ら
生
活
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
今
の
世
の
中
を
何
と
か
変
え
よ

う
と
、
皆
さ
ん
は
志
を
持
っ
て
活
動
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
志
を
高
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

益
々
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
も
で
き
る
限
り
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
に
向
け

て
、
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
か
、

多
く
の
情
報
を
発
信
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
へ
の
理
解
や
印
象
は
、
発
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や

方
法
に
よ
っ
て
随
分
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
タ
イ
ミ
ン

グ
を
失
す
る
こ
と
な
く
、
情
報
を
発
信
し
て
く
だ
さ

れ
ば
、
私
た
ち
企
業
も
さ
ら
に
応
援
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
岡
部
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
場
合
、
情
報
公
開
は
進
ん
で
い

る
の
で
す
が
、
情
報
発
信
と
い
う
点
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
持
た
な
い
団
体
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
あ
い

ぽ
ー
と
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
助
成
団
体
や
登
録
さ
れ

た
方
々
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
、
情

報
発
信
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　  笑顔 (*^o^*) の
　　　　　　　　   こぼれ話
　「えがお」という社名は、社長が「みんな笑顔になってもらい
たい」という思いから命名。難しい言葉では伝わりにくいからと、
わかりやすい直接的な表現にしたそうです。ところが、社員から
は「衝撃的」「電話で社名を言うのが恥ずかしい」など大反発に
合い、２年間かけて説得。2008年に晴れて「えがお」に。今で
は社員から「お客様に覚えてもらいやすい」「電話を受けるとき
に自然と笑顔になる」と大好評とのことで、めでたし、めでたし。
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今年からスタートしたくまもと・わくわく
基金に寄附をしたいという方、助成を受け
たいという団体等から様々な相談を受けて

います。今後、基金
の認知が進むと相談
件数も増えることが
予想されます。

1

　

あ
い
ぽ
ー
と
の
大
き
な
役
割
の
ひ
と
つ
に
、
市
民
公

益
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
市
民
の
方
へ
の
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
機
会
や
交
流
の
場
の
提
供
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
こ
の
役
割
に
関
係
す
る
あ
い
ぽ
ー
と
の

活
動
を
数
字
で
紹
介
し
ま
す
。

　

熊
本
県
内
に
は
６
５
９
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
立
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
３
０
２
団
体
45
・
8
％
は
熊
本

市
に
あ
り
ま
す
。（
平
成
24
年
10
月
31
日
現
在
）

　

市
内
の
法
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
し
て
お
り
、
特
に

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
地
域
で
の
生
活
を
支
援
す
る

「
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
増
進
」
の
分
野
で
は
１
６
９
団

体
と
最
も
多
く
の
団
体
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、「
社
会
教
育
の
推
進
」
１
３
６
団
体
、「
他
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
支
援
」
１
３
１
団
体
、「
子
ど
も
の
健
全
育
成
」

「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
が
そ
れ
ぞ
れ
１
２
３
団
体
と
、

活
動
分
野
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
平
成
24
年
4

月
か
ら
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
所
轄
が
熊
本
市
に
変
わ
り

ま
し
た
。
あ
い
ぽ
ー
と
で
は
、
N
P
O
法
人
設
立
の
た

め
の
説
明
会
等
の
研
修
、
設
立
や
運
営
の
相
談
等
、
ス

タ
ー
ト
か
ら
き
め
細
か
く
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

熊
本
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
数

特集

２
３
数
字
で
見
る

　
　

あ
い
ぽ
ー
と

くまもと・
わくわく基金の相談

825人
パソコン利用者

456人
あいぽーとで利用

できるパソコン２

台は、市民活動情

報の検索などに利

用されています。

印刷機利用者

190人
あいぽーとで稼働し
ている印刷機は、会
報やチラシ作成など、
活動団体の広報活動
を支えています。
（有料）

（平成24年４月～10月）
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熊本市では現在、302の
ＮＰＯ法人が活動してい
ます。新たな設立やス
タッフ、資金、事業運営
での悩みなどの相談に経
験豊富な相談員が対応し
ています。

　

あ
い
ぽ
ー
と
で
は
、
市
民
公
益
活
動
を
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
し
た
い
と
考
え
て
い
る
団
体
や
市
民
の

方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

団
体
の
登
録
数
は
、
平
成
18
年
度
は
98
団
体
で
し

た
が
、
平
成
24
年
度
に
は
４
３
０
団
体
と
、
４
倍
以

上
に
増
え
て
い
ま
す
。（
平
成
18
年
度
は
3
月
31
日

現
在
、
平
成
24
年
度
は
10
月
31
日
現
在
）

　

登
録
団
体
の
活
動
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
分

野
で
み
る
と
「
保
健
・
医
療
、
福
祉
の
増
進
」

（
2
2
2
団
体
）
や
「
子
ど
も
の
健
全
育
成
」

（
1
1
4
団
体
）
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
い
る
市
民
（
よ

か
よ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
は
、
平
成
24
年
度
に

７
５
４
人
と
な
っ
て
お
り
、
団
体
同
様
に
平
成
18
年

あ
い
ぽ
ー
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
数

33,509人
あいぽーとへの来所者

ボランティア活動やＮＰＯの情報を
求める方や活動団体の会議、イベン

トなどへの参加者など、
平日、土日の昼夜を問わ
ず、多くの方々があい
ぽーとを利用しています。

度
に
比
べ
1
・
5
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
男
女
別

に
み
る
と
、
男
性
2
6
6
人
（
35
・
3
％
）
に
対

し
、
女
性
4
8
8
人
（
64
・
7
％
）
と
圧
倒
的
に

女
性
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
活
動
分
野
は
、
登

録
団
体
同
様
に
、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」「
子
ど

も
の
健
全
育
成
」
を
希
望
す
る
人
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

あ
い
ぽ
ー
と
で
は
、
登
録
し
て
い
る
団
体
、
個

人
に
、
毎
月
「
あ
い
ぽ
ー
と
通
信
」
等
を
通
じ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

個
人
で
登
録
し
て
い
る
市
民
を
対
象
に
、
実
際
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
す
る
研
修
会
を
年
１

回
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

ボランティアや
市民活動の相談

3,694人
相談窓口に来所されるだけでなく、電
話やＦＡＸ、メール等で個人やボラン
ティアグループ、企
業やマスコミの方々
から、ボランティア
活動についてのお問
合せやご相談をいた
だいています。

ＮＰＯ法人の
設立・運営相談

2,099人

あいぽーとの７か月  

（平成24年度）

個人（よかよかボランティア）

（各年度3月31日現在の数値、H24年度のみ10月31日現在）
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あいぽーとの活用方法  ―ここがおススメ！―

◆こんなときに使っています
　成年後見無料相談会や後見実務研究会を、それぞれ月１回、会議・セミナー室を借りて開催しています。

◆ここがおススメ
あいぽーとは市の中心部で交通の便もよく、相談者が来やすいところが第一によいところです。ただ、人気
が高く、希望の日時の予約が大変なのが唯一の難点ではありますが・・・。

◆団体の一言自己紹介
判断能力の不十分な高齢者、障がい者の皆さんが、いつでも、どこでも、容易に成年後見制度を利用して、
安心した生活を送ることができる社会を作ろうという地域後見の実現を目指して活動しています。

ＮＰＯ法人成年後見
安心サポートネット

熊本

◆こんなときに使っています
毎週火曜日に会議・セ
ミナー室を借りて、ス
ポーツ吹矢を行ってい
ます。

◆ここがおススメ
交通の便もよく、会場
も広いです。

◆団体の一言自己紹介
「腹式呼吸」を利用して的に矢を吹くスポー
ツ吹き矢は高齢者にも無理のないスポーツで
す。スポーツ吹矢を通して親睦を深め、高齢
化社会の一つの生き方を発信していきたいと
活動しています。

新老人の会熊本

◆こんなときに使っています
フード&ライフスタイル協会では、イベントコーナーで月一回の「ゆるベジカフェ」を開催しています。
「ゆるベジカフェ」では、季節のお野菜と玄米ご飯中心のクッキングとランチョンセミナーを行っています。
調理器具や食器が揃っているわけではありませんが、参加者の多くが子育て中のママなので、キッズコー
ナーがあったりして、参加しやすい環境です。参加希望の方は、毎回参加申込みが必要ですが、今は毎回参
加されている方がほとんどで、告知もしていない状態です。
◆ここがおススメ
道路に面した２方が全面ガラス張りで、イベントコーナーが開放的でリラックスできます。また、ちょっと
した少人数の打ち合わせなどは、交流コーナーが予約なしで利用できるので助かります。
◆団体の一言自己紹介
フード&ライフスタイル協会は、次世代の子どもたちが、安全に安心して暮らせる社会作りを目指して、
食育と、子育て支援を中心に活動しています。

フード＆ライフスタ
イル協会

あいぽーとをよく利用して
　くださっている団体の方に
　　　利用法を聞いてみました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂本　知嘉子

　オーストラリアは自然豊かな美しい国です。気候のせいか、人も大変温かく、

自然と人をサポートする気質が皆に備わってるような気がします。バスや電車

には、シルバーシートはありますが、あまり関係なくお年寄りが乗ってこられ

れば一斉に席をたちます。階段で重い荷物を持っていれば、年齢問わず、男性

が手を貸してくれる。道で地図を広げれば、「大丈夫？」と声がかかる。そうい

う光景をあたり前のように、目にすることができます。金髪にピアスのかっこ

いいお兄さんも、積極的に手を貸してくれる。素敵だなといつも思っています。

皆が当たり前のようにしているので、私達外国人も自然と体が動く環境が整っているような気がします。

　ボランティア活動の参加の仕方も大変ユニーク。「いやいやながら」「会社からいわれたから」という感覚ではな

く、参加の動機の根底にあるのは「楽しいから」。楽しく参加できるイベントやプログラムが多く用意されている

のも特徴の一つです。

　例えば、 「Loud Shirt Day」は毎年10月19日に行われ、派手なシャツを着て、チャリティーパーティをしよう

という企画。私の義理の弟は、金曜日の午後、ちょっとしたおつまみと飲み物を用意したパーティを社内に告知。

参加資格は「派手なシャツを着てくること」と寄付用ゴールドコイン（$１か $２）の持参。勤務する会社が

$100のデパート商品券を協賛し、くじ引きでプレゼントしました。面白いのは３番目に当った人は、主催者との

ランチにご招待！この日は、１時間半の間に300人以上の社員が参加、$500の募金が集まったそうです。この募

金は全て、聴覚障がい児を支援する団体に寄付されました。

　「Movember」は毎年11月の１ヶ月間、男性がひげを剃らずに伸ばし続け、終了したところで周りの人達にご褒

美として、募金をしてもらうというイベント。毎年多くの人が参加するので、認知度が高く、最近ヒゲを生やして

いる人が多いなと思うとMovember の時期という感じです。

　 「Jeans for Geans day」は、職場や学校で設定される８月のジーンズデイにジーンズを着用し、ゴールドコ

イン（$１か $２）を持参し寄付をします。集まった基金は、すべて子どもたちの幼年期疾病を支援する団体に

寄付をします。

 　「Dry July」は１ヶ月間禁酒にチャレンジするイベント。禁酒をしようと思う人がエントリーして家族や友だち

に告知。見事に禁酒をした暁には、サポーターがガン支援をしている団体に寄付をします。

　個人のレベルでイベントを企画し、楽しいからボランティアをする！周りの人にも、ちょっと声をかけると「お

もしろい！」と賛同してくれ、参加してくれる。そういう支援の形が確立しているのが、オーストラリアのボラン

ティアスタイルのような感じがします。

　「楽しくボランティア」そんな気風がどんどん日本にも浸透してほしいなと思います。

オーストラリアのボランティア活動

11

リレ
ーエ
ッセ
イ

仲間とのハロウィンパーティーにて
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今
回
は
無
謀
に
も
映
画
界
の
伝
説
的
カ
リ
ス
マ

黒
澤
明
監
督
の
映
画
を
選
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

ず
い
ぶ
ん
前
に
こ
の
映
画
を
み
た
印
象
が
残
っ
て

い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
や
っ
て
い
る
オ
バ
バ
と
し
て
は
、

「
七
人
の
侍
」
は
ま
る
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
は
、
侍
た
ち
が
野
武
士
の
襲
撃
か
ら
百
姓

を
守
る
か
ら
で
す
か
？
百
姓
が
市
民
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
そ
の
市
民
を
助
け
る
か
ら
っ
て
こ
と
？

　

ま
あ
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
命
賭
け
て
村
を

守
る
手
伝
い
を
す
る
わ
け
で
す
よ
、
腹
い
っ
ぱ
い

飯
を
食
わ
せ
る
と
言
わ
れ
た
だ
け
で
・
・
・
。

　

あ
ー
、
映
画
の
は
じ
め
の
方
で
長
老
の
爺
様
が

言
っ
て
ま
し
た
ね
、「
腹
へ
っ
た
ら
熊
だ
っ
て
山
下

り
る
だ
よ
」
っ
て
。
武
士
は
食
わ
ね
ど
高
楊
枝
な

ん
て
本
当
に
腹
が
減
っ
た
ら
言
っ
て
ら
れ
な
い
。

　

ま
あ
確
か
に
食
え
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
多
い
の
は
事

実
で
す
。

　

で
も
、
あ
の
侍
た
ち
は
飯
の
た
め
じ
ゃ
な
く
百

姓
を
不
憫
に
思
っ
た
か
ら
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
っ
て
腹

を
減
ら
し
た
熊
っ
て
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

腹
が
減
る
こ
と
だ
け
ど
や
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
の
が
、
本
来
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
姿
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
＝
新
し
い
雇
用
の
受
け
皿
と
い
う
考
え
方

や
、
ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な
働
き
方
、
な
ど
と
い
っ

た
考
え
方
か
あ
る
よ
う
で
す
が
ね
。
ま
あ
確
か
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
こ
れ
だ
け
増
え
て
き
た
か
ら
そ
の
点
も

有
り
か
な
と
思
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、
飯
食
え
な

い
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
拾
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
わ
け
で
・
・
・
。

　

世
間
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
失
業
者
対
策
だ
っ
て
思
っ

て
い
る
輩
が
い
ま
す
よ
ね
。

　

い
ま
す
ね
。
困
り
ま
す
。

　

で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
認
定
さ
れ
れ
ば
行
政
と
か
世

間
が
助
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
、
な
ん
て
の
も

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
困
り
ま
す
。
実
際
は
助
け

て
も
ら
っ
て
も
し
か
る
べ
き
だ
と
思
う
よ
う
な
人

が
、
同
じ
境
遇
の
仲
間
を
集
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち

上
げ
、
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち

な
り
の
社
会
貢
献
を
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
ん
で
す
。

　

映
画
の
中
で
は
百
姓
た
ち
も
竹
ヤ
リ
持
っ
て
戦

い
ま
し
た
よ
ね
。
何
人
か
は
斬
ら
れ
た
し
、
命
が

け
の
究
極
の
市
民
活
動
で
す
ね
、
あ
れ
は
。

　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
百
姓
た
ち
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
彼
ら
が
戦
え
た

の
は
七
人
の
侍
が
一
緒
だ
っ
た
か
ら
で
、
百
姓
た

ち
に
は
自
治
の
精
神
は
あ
っ
て
も
戦
う
術
は
知
ら

な
い
か
ら
野
武
士
に
は
敵
わ
な
い
わ
け
で
し
ょ
。

や
っ
ぱ
り
専
門
家
集
団
の
支
え
が
必
要
で
す
。
そ

の
役
割
を
す
る
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
し
ょ
う
。

　

侍
の
リ
ー
ダ
ー
は
誰
で
し
た
か
ね
（
志
村
喬
の

島
田
勘
兵
衛
）。
確
か
に
専
門
家
で
し
た
。
大
勢
い

る
野
武
士
を
一
騎
ず
つ
村
の
中
に
誘
い
込
ん
で
皆

で
束
に
な
っ
て
竹
ヤ
リ
で
突
き
刺
す
と
い
う
作
戦

を
立
て
ま
し
た
ね
。
彼
が
い
な
け
れ
ば
、
残
り
の

侍
も
農
民
も
何
一
つ
機
能
し
な
か
っ
た
。

　

勘
兵
衛
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
す
ば
ら
し
か
っ

た
で
す
よ
ね
。
農
民
を
説
得
し
た
り
、
鼓
舞
し
た
り
。

一
方
で
抜
け
駆
け
し
て
手
柄
を
立
て
よ
う
と
し
た

菊
千
代
（
三
船
敏
郎
）
に
は
厳
し
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

持
ち
場
を
離
れ
て
仲
間
を
危
険
に
さ
ら
し
た
わ
け

で
す
か
ら
。

　

勘
兵
衛
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
侍
が
集
ま
る
で
し
ょ
。
生
ま
れ
も
育
ち
も

年
齢
も
異
な
る
人
が
。
で
も
、
得
意
技
と
い
う
か
、

七
人
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。
そ
し

て
農
民
も
一
緒
に
な
っ
て
戦
術
を
共
有
し
動
く
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
こ
う
あ
る
べ
き
で
す
よ
ね
。

第
一
回
目
に
続
き
、
今
回
も
有
名
映
画
で
よ

も
や
ま
話
。『
市
民
運
動
と
黒
澤
映
画
」
さ

て
、
ど
ん
な
話
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
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侍
一
人
ひ
と
り
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
活
か
し

な
が
ら
戦
略
と
戦
術
を
立
て
る
リ
ー
ダ
ー
と
い
う

の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
も
望
ま
れ
ま
す
。
複
数
の
事
業
を

同
時
に
回
し
て
行
く
に
は
、
そ
れ
に
適
し
た
人
材

を
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
若
し
く
は
育
成
し

な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
は
ま
た
信

頼
関
係
も
必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
侍
が
持
ち
場

を
分
担
し
て
百
姓
を
戦
闘
員
と
し
て
リ
ー
ド
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
っ
て
「
O
N
E
・
P
I
E
C
E
」
の
麦
藁

の
一
味
と
同
じ
で
す
ね
。
ル
フ
ィ
に
ナ
ミ
に
ゾ
ロ

に
サ
ン
ジ
に
・
・
・
九
人
の
侍
。
え
っ
「
O
N
E
・

P
I
E
C
E
」
読
ん
で
な
い
！
読
ん
だ
方
が
い
い

で
す
よ
、
熊
本
県
人
な
ん
だ
か
ら
。「
O
N
E
・

P
I
E
C
E
」
っ
て
の
は
、
と
に
か
く
ス
ゴ
イ
ん

で
す
か
ら
。
ル
フ
ィ
な
ん
て
七
人
の
侍
が
束
に
な
っ

て
も
絶
対
敵
わ
な
い
。
勘
兵
衛
と
違
っ
て
戦
略
と

か
戦
術
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
ね
。

　

そ
り
ゃ
マ
ン
ガ
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
「
七
人
の
侍
」
だ
っ
て
映
画
で
し
ょ
う
。
あ
っ
、

で
も
、
こ
れ
っ
て
昭
和
三
十
年
頃
の
作
品
で
す
よ
ね
。

白
黒
映
画
だ
け
ど
、
ど
の
場
面
も
絵
に
な
る
し
、

セ
リ
フ
に
無
駄
は
な
い
し
、
台
本
は
い
い
し
、
演

出
は
冴
え
て
る
し
、
名
作
で
す
ね
。

　

世
界
の
黒
澤
で
す
か
ら
。

　

誇
ら
し
い
。・
・
・
と
こ
ろ
で
話
は
変
わ
り
ま
す

が
、
百
姓
は
野
武
士
に
略
奪
さ
れ
る
だ
け
の
弱
い

者
じ
ゃ
な
く
て
、
実
は
落
ち
武
者
狩
り
を
し
て
鎧
・

兜
や
、
刀
、
槍
を
隠
し
持
っ
て
た
り
す
る
で
し
ょ
。

菊
千
代
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
百
姓
は
、
弱
く
て

怖
が
り
で
ず
る
く
て
悪
ず
れ
。

　

そ
こ
が
、
こ
の
映
画
の
面
白
さ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
支
配
さ
れ
る
側
の
農
民
が
侍
を
雇
い
、
落

ち
武
者
か
ら
奪
っ
た
鎧
・
兜
を
侍
に
提
供
す
る
。

米
や
酒
を
床
下
に
蓄
え
て
い
る
。
侍
と
百
姓
と
、

い
っ
た
い
ど
っ
ち
が
強
い
ん
だ
っ
て
考
え
て
し
ま

い
ま
す
。

　

私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
住
民
団
体
と
か
、
町
内

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
連
想
す
る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
と

こ
ろ
っ
て
、
お
金
は
結
構
な
額
貯
め
込
ん
で
る
ん

で
す
よ
ね
。
で
も
、
行
政
か
ら
補
助
金
貰
え
る
も

ん
な
ら
と
り
あ
え
ず
貰
っ
と
く
。
床
下
に
米
や
酒
、

鎧
・
兜
を
貯
め
込
む
の
と
同
じ
。
投
資
マ
イ
ン
ド

は
全
然
な
い
。
政
府
の
埋
蔵
金
の
話
が
あ
る
け
ど
、

全
国
の
地
縁
団
体
が
隠
し
持
つ
埋
蔵
金
は
、
総
額

何
千
億
円
に
も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
・
・
・
。

　

映
画
の
最
後
の
シ
ー
ン
で
、
野
武
士
集
団
に
勝

利
し
た
の
に
、
勘
兵
衛
が
「
ま
た
負
け
戦
だ
っ
た
な
、

勝
っ
た
の
は
百
姓
た
ち
じ
ゃ
」
と
い
う
セ
リ
フ
を

言
う
で
し
ょ
う
。
地
縁
百
姓
と
根
無
し
浪
人
の
対

比
が
、
市
民
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関
係
に
ダ
ブ
ら
な
い
で

も
な
い
。
私
た
ち
の
姿
を
見
る
よ
う
で
、
ど
こ
か

悲
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
完
遂
し
た
ん
で
す
よ
、
七
人
の

侍
は
。
勘
兵
衛
は
生
き
延
び
た
ん
で
す
。

　

私
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
解
散
も
有
り
だ
と
思
う
ん
で
す
。

設
立
の
目
的
を
達
成
し
た
時
点
で
解
散
し
て
も
よ

い
。
だ
か
ら
、
毎
年
事
業
を
見
直
し
た
り
評
価
し

た
り
、
そ
れ
を
組
織
内
部
で
行
う
こ
と
が
必
要
な

ん
で
す
。
組
織
維
持
だ
け
が
目
的
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
仲
間

を
失
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
分
が
死
ぬ
こ

と
だ
っ
て
あ
る
戦
い
を
七
人
の
侍
は
請
け
負
っ
た

わ
け
で
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
活
動
す
る
意
義
を

ど
こ
に
見
い
だ
す
の
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

名
作
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
今
回
は
、
何
の
役
で
登
場
し
ま
す
？

前
回
は
、
ポ
ン
ポ
コ
狸
オ
ヤ
ジ
で
し
た
が
。

　

あ
の
剣
術
の
達
人
の
超
ク
ー
ル
な
侍
の
久
蔵
（
宮

口
清
二
）
を
希
望
し
ま
す
。
最
後
に
雨
の
中
で
種

子
島
銃
で
撃
た
れ
て
倒
れ
る
、
あ
の
イ
ブ
シ
ギ
ン
の
。

　

は
い
は
い
。
じ
ゃ
あ
私
は
志
乃
（
津
島
恵
子
）。

　

・
・
・
ム
リ
。
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シリーズ　市民公益セミナー

き
ょ
う
か
ら
始
め
る
市
民
活
動
（
２
・
3
）

第
２
回
仲
間
を
集
め
よ
う

■「
タ
コ
紹
介
」
で
ス
タ
ー
ト

　
「
タ
コ
紹
介
」
と
は
ス
ミ
を
出
す
、
吸
盤
が
あ

る
、
八
本
足
な
ど
い
く
つ
か
の
禁
句
を
設
定
し
、

３
つ
の
言
葉
で
、
相
手
に
「
タ
コ
」
を
伝
え
る
一

種
の
連
想
ゲ
ー
ム
で
す
。
相
手
の
身
に
な
っ
て
言

葉
を
選
ば
な
い
と
、「
タ
コ
」
は
な
か
な
か
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
外

国
人
な
ど
相
手
に
よ
っ
て
使
う
言
葉
も
変
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
タ
コ
」
を
伝
え
る
た
め
に

は
、
ま
ず
相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
ど
ん
な
仲
間
を
求
め
る
か
具
体
的
に
し
ま

し
ょ
う

　

仲
間
を
集
め
る
呼
び
か
け
を
す
る
と
き
に
大
切

な
こ
と
は
、
ど
ん
な
仲
間
を
求
め
て
い
る
の
か
を

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
で
す
。
呼
び
か
け
ら
れ
た

相
手
が
「
私
が
求
め
ら
れ
て
い
る
！
」
と
感
じ
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
の
団
体
や
活

動
の
強
み
や
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
整
理
し
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
回
は
ど
ん
な
仲
間
を

集
め
る
の
か
を
決
め
ま
す
。
例
え
ば
、
団
体
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
た
い
↓
Ｉ
Ｔ
に
強
い
人
、

移
動
手
段
が
な
い
↓
車
を
運
転
し
て
く
れ
る
人
な

ど
、
求
め
て
い
る
仲
間
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
共
感
し
、
応
募
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
っ
て
初
め
て
伝
わ
っ
た
と
言
え
ま
す

　

い
よ
い
よ
仲
間
を
募
集
す
る
チ
ラ
シ
の
原
稿
作

り
で
す
。
チ
ラ
シ
を
手
に
と
っ
て
も
ら
う
に
は
、

い
く
つ
か
の
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
大

切
な
こ
と
は
チ
ラ
シ
に
盛
り
込
む
内
容
で
す
。
自

分
た
ち
の
活
動
紹
介
、
ど
の
よ
う
な
仲
間
を
求
め

て
い
る
か
、
な
ぜ
今
回
、
仲
間
を
募
集
す
る
の
か
、

な
ど
を
整
理
し
て
言
葉
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
活
動
で
仲
間
を
集
め
る
場
合
、
ま
ず
自
分

た
ち
の
活
動
に
共
感
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
単
な
る
求
人
と
は
違
い
、
自
分
た
ち
の
思

い
を
「
伝
え
る
」
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
作
成

し
た
チ
ラ
シ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
配
布
方
法
も
重
要
で
す
。

効
果
的
な
設
置
場
所
や
配
布
方
法
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

★
参
加
者
の
感
想
★

▼
伝
え
る
目
的
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
、
的
を

絞
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
。
チ
ラ
シ
や
会
報
づ

く
り
に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。

▼
期
せ
ず
し
て
同
じ
ア
イ
デ
ア
の
持
ち
主
が
お
ら

れ
意
気
投
合
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
勇
気
が
出
ま

し
た
。

第２回「仲間
を集めよう」

のポイント

１．コミュ
ニケーショ

ンは相手主
導

　　－「知
らせる」と

「伝える」
は違う

２．自分た
ちの活動の

強めたいと
ころ、足

りないとこ
ろを整理す

る

　　－どん
なメンバー

がいればい
いかを考

える
３．メンバ

ー募集のチ
ラシ用の原

稿を作っ

てみる
　　－加わ

ってほしい
人に伝わる

チラシか

確認する

　

　

あ
い
ぽ
ー
と
で
は
、
こ
れ
か
ら
仲
間
を
見
つ
け

た
い
、
団
体
は
作
っ
た
け
れ
ど
運
営
に
悩
ん
で
い

る
と
い
っ
た
方
々
を
対
象
に
、
７
月
か
ら
市
民
活

動
の
道
し
る
べ
と
な
る
連
続
講
座
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　

第
２
回
は
８
月
３
日
に
「
仲
間
を
集
め
よ
う
」、

続
く
第
３
回
は
９
月
７
日
に
「
活
動
を
具
体
化
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。
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■
事
業
計
画
書
と
は

　

事
業
計
画
と
い
う
と
難
し
そ
う
で
す
が
、
自
分

た
ち
の
活
動
目
的
や
内
容
を
仲
間
同
士
で
共
有
し

た
り
、
対
外
的
な
信
用
を
得
る
た
め
に
作
成
す
る

も
の
で
す
。

　

一
般
に
何
を
目
的
と
し
て
、
ど
う
い
う
こ
と
を

す
る
か
と
い
う
「
事
業
内
容
」
と
、
そ
の
事
業
を

い
く
ら
か
け
て
す
る
の
か
と
い
う
「
予
算
書
」
か

ら
成
り
ま
す
。
通
常
は
何
年
と
い
う
ス
パ
ン
で
計

画
し
ま
す
が
、
市
民
活
動
団
体
の
場
合
は
、
年
間

で
作
成
し
、
月
々
の
収
支
を
家
計
簿
の
よ
う
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

け
ば
い
い
で
し
ょ
う
。

■
事
業
計
画
を
作
っ
て
み
る

　
『
熊
本
市
に
暮
ら
す
仲
良
し
主
婦
３
人
組
が
共

同
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業
す
る
』
と
い
う
設
定
で
、

事
業
計
画
を
作
成
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
店
に
す
る
か
を
決
め
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
客
単
価
、
１
か
月
の
営
業
日
数
と

営
業
時
間 

、
１
日
何
人
く
ら
い
の
お
客
さ
ん
を

想
定
す
る
か
を
決
め
、
1
ヵ
月
の
売
上
予
測
を
立

て
ま
す
。

　

客
単
価
×
1
日
客
数
×
1
か
月
の
営
業
日
数
＝

1
か
月
の
売
上

　

次
に
、
お
店
を
経
営
し
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ

う
な
経
費
が
か
か
る
か
を
考
え
、
経
費
項
目
ご
と

に
金
額
を
入
れ
て
み
ま
す
。

　

売
上
予
測
と
比
較
し
て
、
赤
字
に
な
ら
な
い
か
、

採
算
性
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
『
定
食
屋
の
経
営
』
は
、
市
民
活
動
と
い
う
よ

り
も
起
業
す
る
た
め
の
事
業
プ
ラ
ン
だ
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
経
営
と
い
う
こ
と
で
は

市
民
活
動
も
同
じ
で
す
。

　

き
ち
ん
と
経
費
を
考
え
、
収
支
を
意
識
す
る
こ

と
は
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く
上
で
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

★
参
加
者
の
感
想
★

▼
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
っ
て
考
え
る
と
、
良
い
知

恵
が
浮
か
ん
で
き
、
良
い
考
え
が
浮
か
ん
で
き

て
、
よ
い
結
果
が
生
ま
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。

▼
い
き
な
り
事
業
計
画
と
い
う
の
で
少
し
び
っ
く

り
し
た
け
れ
ど
、
案
ず
る
よ
り
産
む
が
や
す
し

で
し
た
。

▼
ラ
フ
で
活
発
な
雰
囲
気
で
、
正
直
、
途
中
の
計

画
立
案
の
と
こ
ろ
で
あ
か
ら
さ
ま
な
赤
字
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
見
え
て
し
ま
い
、
な
ん
て
申
し
上
げ

て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
考
え
を

ど
う
集
約
し
、
幹
の
太
い
ベ
ク
ト
ル
を
形
成
し

て
い
く
の
か
、
こ
の
点
を
深
く
再
考
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
セ
ミ
ナ
ー
は
１
月
11
日
（
金
）
で
最
終
回
で

す
。
中
小
企
業
診
断
士
か
ら
、
事
業
の
公
益
性
に

つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
あ
い
ぽ
ー
と
ま
で
。

第
３
回
活
動
を
具
体
化
し
て
み
よ
う

第３回「活動を具
体化してみよう

」のポイント

１．事業計
画について

学ぶ

　　－どう
いうもので

、なぜ必要
なのか

を整理する

２．実際に
事業計画書

を作成して
みる

　　－事業
経費として

はどのよう
な項目

があるのか
を考える

　　－事業
の採算性を

考えた計画
を作る

ことを学ぶ

２
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ＮＰＯ設立説明会のお知らせ

あいぽーとではＮＰＯ法人設立を考えて
いる方を対象に、書類作成の方法等の説
明会を開催しています。

■日時　１月18日（金）２月８日（金）
　　　　15：30～18：00
■場所　熊本市民活動支援センター
　　　　あいぽーと会議・セミナー室
※お申込みはひごまるコール
　TEL096－334－1500まで

ＮＰＯ法人はじめの一歩（1）法人化の検討
■ボランティア団体とＮＰＯは違うの？
　同じです。ＮＰＯとはNon-Profit-Organization 非営利団体の略で、両者とも営利を目的とした活動をしてい
ない団体（グループ）です。また、会則や事業計画を立てて活動している団体（グループ）もありますが、法律上
は任意団体と呼ばれ、あくまでも代表者を中心とした個人の集まりということになります。

■ＮＰＯとＮＰＯ法人は同じじゃないの？
　ＮＰＯは、任意団体ですので、例えば収益を上げた場合の課税対象も代表者個人となります。一方、ＮＰＯ法人
は、特定非営利活動促進法の規定により法人格を取得した団体で、法的には株式会社や社団法人などと同等の権利
義務があります。収益への課税も法人に対して行われることとなります。

■ＮＰＯ法人になった方が得なの？
　これは難しい問題です。法人格を取得するとメリットとともに義務も発生します。損得で考えるよりも、自分た
ちが法人格を活かせるか、法人化により今後の活動によい展望を生み出せるかで法人化するかどうかを判断する方
がよいでしょう。
　法人となると各種契約主体が法人ででき、法に定められた運営を行うことで社会的信用が得られやすくなる一方
で、情報公開や登記や納税の義務など様々な義務も生じ、事務作業量が増すことは覚悟する必要があります。

■ＮＰＯ法人の設立はどのようにすればいいの？
　ＮＰＯ法人の設立の流れを表すと右図のようになります。
　法人化するには、いくつかの要件を満たす必要があります。
例えば、
　①経済的利益の追求が目的でない
　②20分野にあてはまる活動
　③活動の対象が不特定多数
　④入会資格に制限がない
　⑤最低10人以上の社員（会員）がいる
などです。
　これらを踏まえた上で法人化を検討しま
しょう。
　次回は「申請書の作成」について説明し
ます。

法人化につ
いてわから

ない

ことがあれ
ば、

あいぽーと
NPO相談

まで

TEL096－
366－016

8

●法人化が活動に適しているか、
　要件を満たすかを検討しましょう。

●設立趣旨書・定款・事業計画書など
　の案を作成します。

●社員（会員）10名以上で開催し
　申請書を議決します

●申請書類を熊本市に提出します。

●２ヵ月間
　書類の一部が市民に公開されます。

●設立認証を受け、法務局に登記申請
　をします。

※書類の不備がなければ、申請から
　認証までの期間は約３ヵ月程度です。

法人化の検討

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

申請書案の作成

設立総会の開催

認証の申請

（縦覧機関）

法人の登記手続

法人設立

⬇

⬇

⬇

構想段階

申
請
準
備
段
階

法
上
の
手
続
き
段
階

⬇

⬇

⬇

⬇
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　くまもと・わくわく基金の寄附の方法の１つに寄附金付自動販売機があります。
　これは、寄附金付自動販売機を通して飲み物が購入されると、売り上げの一部（寄附額は１本につき１
円程度など自由に決められます）がくまもと・わくわく基金に寄附され、市民活動の支援につながるとい
うものです。

　寄附金付自動販売機を通して飲み物を購入していただけると、「飲んでおいしかった！」が
市民活動の支援につながります。

　店先や事業所内に寄附金付自動販売機を設置していただけませんか。
　寄附金額は飲料メーカー・ベンダーとの契約の中で自由に設定できます。現在、熊本市が協定を結んでいる寄附
金付自動販売機の提供事業者は、南九州コカ・コーラボトリング株式会社、南九州ペプシコーラ販売株式会社の２
社となっています。（他の事業者の自動販売機を設置されている方はご相談ください。）
　寄附金付自動販売機からの寄附も寄附控除の対象となります。また、年間の寄附金額に応じて熊本市の観光文化
施設の入園料・入場料を免除されるほか、寄附の使途の事業報告会や寄附者と市民活動団体との交流会にご招待し
ます。（※寄附金付自動販売機に関するお問合せ：熊本市市民協働課 市民活動推進係TEL096-361-0168）　
　

▶寄附金付自動販売機の設置について◀

　上通、下通周辺９か所の「くまもとま

ちなか駐輪場」に21台の寄附金付自動

販売機が設置されています。

　見かけた方は、ぜひ利用してください。

飲み物を購入 ※具体的な寄附の金額については、
　自由に設定できます。

熊
本
市
市
民
公
益
活
動
支
援
基
金

く
ま
も
と
・

　
　

わ
く
わ
く
基
金

購
入

寄
附

市民の方 自販機の設置者

協定を結んだ

飲料メーカー・ベンダー

寄附額

毎年４月・10月

第１号が㈱パスート24「くまもとまちなか駐輪場」に出現！

契約 寄附額を
差し引いた
売上

市民の方へ

商店や企業の方へ
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おしゃべりノート

妊娠・出産・子育て情報ネットワーク

うみ・つき
私たち妊娠・出産・子育て情報ネットワークうみ・つ
きは、「産み育てる側から変わりたい！」と、妊娠・
出産・子育てにまつわるいろいろな課題に直面したメ
ンバーが、もっと学びたい・当事者として発信した
いという想いをもって、情報交換や学びあうネット
ワークづくりを目的として活動しています。

●活動内容：毎年11月３日にイベント「いいお産の
日 in 熊本市」開催／毎年３月20日にイベント「未妊の日

in くまもと」開催／その他、妊娠・出産・子育てに関するワークショップ開催　
●主な活動場所：ウェルパル広場（ウェルパルくまもと１Ｆ）
●ブログ：http://umitsuki.otemo-yan.net
●メールアドレス：umitsuki1103@gmail.com 

妊

私
き
出
ン
い
ワ

日 in
in くまもと」開催／その他、妊

あいぽーと仲間の1週間

10月27日（土）
　

10月28日（日）
　

10月29日（月）
　

　

11月 ２日（金）

　

11月 ３日（土）

いいお産の日 in 熊本市2012に発行する「熊本の妊娠・出産・子育て情報
誌ぷかぷか４号」の編集追い込み作業！半徹夜でフィニッシュ～！

ぷかぷか４号印刷＆製本☆自分たちでやると、作った実感がより持てて楽
しい♪

いいお産の日の会場を飾るススキを採りに西原村へ。秋の草原を満喫！

いいお産の日前日！！ススキさんたちが元気がなくなってきてし
まったため、ふたたび西原村へススキ狩りへ！夕方からは直前ミー
ティング（という名の前夜祭＾＾）。マクロビオティックのお料理
を子どもたちと一緒にいただきました♪子連れなので、７時過ぎに
は解散！明日に備えます。

いよいよ当日！４回目となる今回のいいお産の日のテーマは ”響 ”。
和の心を大切にするうみ・つきらしさを書やススキで演出しました
☆メインは 、福岡のシンガーmonさんのライブ。癒された後はお
産語り場で語りあい、産道くぐりでフィナーレ！
　

今年も 感動の時間を共に味わうことができて感謝です。
これからも、いいお産の輪が広がっていきますように。

schedule

10月30日（火）～11月１日（木）　メンバーは子育て中の母親たち。子どもが寝てからメー
リングリスト上でやりとりしつつ、準備を進めます！
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くまもと・わくわく基金からのお知らせ
（熊本市市民公益活動支援基金）

くまもと・わくわく基金へのご協力に感謝し、心より御礼申し上げます。
　熊本市民の皆さま、法人・団体等の皆さまからご寄附をいただき、平成24年10月16日現在、その寄附額は
2,334,606円となっております。ご協力に厚く御礼申し上げます。
　今号では、平成24年７月１日から10月16日の間にご寄附いただきました皆さまへ感謝の意を込め、以下にご芳
名とお寄せいただいた方の寄附への思いを掲載させていただきます。
　皆様のさらなるご支援とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

（掲載はお申し出順）

ご　芳　名 寄附額

株式会社　えがお　代表取締役　北野　忠男　様 1,000,000円

ヨネツボ熊本山下交通事故行政書士事務所　代表　山下 洋史　様 10,000円

河野　通人　様 50,000円

株式会社　パスート24  代表取締役　太田　康隆　様 （自動販売機の売上の一部）

【掲載を希望されなかった方】１名

♥当事務所は交通事故業務専門の行政書士ですが社会貢献活動にも力をいれております。私自身が「資金なし」
で苦労して開業したため、同じように苦労されている方の力に少しでもなれたらという気持ちで寄附させてい
ただきました。今後も色々な形でご協力できればと思っております。
　（ヨネツボ熊本山下交通事故行政書士事務所　山下洋史様）

　♥熊本市のためになるならと思い、香典返しの一部を寄附させていただきました。（河野通人様）

♥私共は、パスート24駐車場とくまもとまちなか駐輪場を管理運営している会社です。今回『くまもと・わくわ
く基金』へは、中心市街地の駐輪場に設置してある飲料水自動販売機の売上の中から寄附させて戴いておりま
す。この基金が熊本のまちづくりに有効に活用されますよう期待しています。
　（株式会社パスート24代表取締役　太田康隆様）

　くまもと・わくわく基金への寄附をされる場合、まず「寄附申出書」にご記入いただき、熊本市市民協働課にご
提出ください。その後、振込方法等をご連絡させていただきます。
　寄附額には制限はありませんが、2,000円以上ですと、地方公共団体に対する寄附として「ふるさと納税」扱い
となり、税制上の優遇措置を受けることができます。
　寄附のお申込みやお問合せ、ご不明な点等は、お気軽にあいぽーとまでご連絡ください。

熊本市市民活動支援センター・あいぽーと　TEL096－366－0168
ホームページ　http://www.kumamoto-aiport/kumamoto_wakuwaku/

寄附をお考えの方

寄附への思い
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　11月25日（日）に第４回「あいぽーと文化祭」が開催されました。今年で４回目を迎える文化祭は、あいぽーとに登録
している団体の有志の方が中心となって開催しており、市民活動団体が日頃の活動を市民の方々に知っていただく貴重な機
会となっています。
　今年のテーマは「政令指定都市誕生～集う力が未来をきずく～」。25団体が、文化・環境・福祉・食・癒しの５つの分野
に分かれ、パネル展示、体験コーナー、ステージパフォーマンスなど様々なプログラムを通して活動を披露し、大人から子
供まで多くの参加者で一日中笑顔あふれる時間となりました。

オープニング
　ひご丸くんとくまモンの登場で子ども達

は大喜び。大道芸や迫力ある太鼓の演奏な

ど賑やかに文化祭の幕が開きました。

●文化
伝統芸の肥後ちょんかけごまや南京
玉すだれの楽しいパフォーマンスの
ほか、体験コーナーもあり、８団体
が日頃の文化活動を披露しました。

～政令指定都市誕生・集う力が未来をきずく～

あいぽーと文化祭

●環境
身近な自然を紹介するジオラマやパ
ネルに注目が集まりました。廃材利
用のミニ門松作りは好評で材料が足
りなくなるほどでした。

●福祉
手話ダンスの元気なステージや地道
な福祉活動のパネル展示などで４団
体が活動を紹介しました。

●食
熊本県産の野菜を使ったカレーやみ
さを大豆のお菓子など大人気でした。

●癒し
アロマハンドトリートメントや色遊
びを体験する大人や子どもで大いに
賑わいました。

●ボランティアさん
受付や駐車場整理、館内案内など、
14名のボランティアさんが裏方と
して支えてくれました。
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住　所　： 熊本市中央区大江５丁目１－１ウェルパルくまもと１階
電　話　： ０９６－３６６－０１６８
MA I L　： aiport_kumamoto_city@joy.ocn.ne.jp
開館時間： 午前８時30分～午後９時
休館日　： 毎月第２木曜および年末年始
アクセス： 電車・バス「交通局前」、市道（産業道路）バス「NTT病院前」

センター主催のイベントや講座、ボランティアの募集、わくわく基金等
に関する詳しい情報は、ホームページをご覧ください。

http://www.kumamoto-aiport.com

eyes も2号にして新年号、皆さんの手元に届くときには
情報誌として古くなっているかも・・という点に気を遣い
ます。とはいっても東日本大震災から2回目のお正月が
やって来ることが信じられない程、つい最近の出来事のよ
うにも感じます。昔から年寄りが口にしていた、「一年が
あっという間に・・」ということが実感できる年になって
きました。（景）

編集後記

Editor's　Note
2013年1月号

eyes（あいず）
１月号　2013年1月1日発行

★発行所
熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
〒862-0971
熊本県熊本市中央区大江5丁目1－1
ウェルパルくまもと１階
TEL：096－366－0168

★印刷所
シモダ印刷株式会社

本誌掲載記事の無断転載を禁じます

2013年も「あいぽーと」をよろしくお願いいたします。　 スタッフ一同

センター長です。
年をとると生きているのがうれしいな～！
 岡部香月

年だけは古株ですが、「あいぽーと」では新芽が出たばか
り。可愛い新芽でいたいな♥丸山朋子

私の座右の銘は「人生楽しんでなんぼ！！」です。人生を
楽しむためには、一生懸命に生きること、
あらゆることにチャレンジすること。松本克彦

さぁ～て、そろそろ本気だしますか！
公私ともに実りある年にするぞ！！！しらいし

あいぽーとでお世話になり8か月になります。仕事には付
いていけてるのか心配です。皆さんの温かい一言「ありが
とうございます」、笑顔、「大丈夫よ」との言葉に勇気とや
る気をいただきます。頑張りますので、よろしくお願いい
たします。外木場緑

年が明けましたね。昨年は、いろんな活動をされている人
に出会い、驚きばかりでした。また、どんな出会いがある
か楽しみです。奥の方から何か重～い視線を感じたら、そ
れは私です。兵藤

この eyes が発行された時は、おそらく新しい連立政権が
樹立されて、激動の日本の幕開けかも ･･･。
さて、この予言が的中するか否か？
あ～恥をかくかも？！北川

明けましておめでとうございます。2013年は巳年ですね。
巳年は前の年に蒔いた種が芽吹くそうですが、私は土を耕
してばかりいて、種を蒔き忘れました。どこからか飛んで
きた種が開かないかなぁ、なんて今年も他力本願な私です。
今年もよろしくお願いいたします。清村

仕事に押しつぶされないよう、注意します！
今年も宜しくお願いします。川元



くまもと・わくわく基金平成24年度助成団体　中間報告会＆交流会
　平成24年度のくまもと・わくわく基金の助成団体による事業の中間報告会とともに、寄附企業や行政職員
との交流会を開催します。今後のネットワークづくりの良い機会となりますので、たくさんの市民活動団体の
方のご参加をお待ちしています。

■日　時：　25年１月11日（金）17：30～19：10
■場　所：　ウェルパルくまもと１階　熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
■対象者：　くまもと・わくわく基金に興味関心のある方、くまもと・わくわく基金登録団体
　　　　　　あいぽーと利用登録団体、ＮＰＯ法人、寄附者、行政職員
■定　員：　60名程度
■申し込み方法：あいぽーとに来所いただくかＦＡＸ、電話で申し込んでください。

寄附企業や行政職員

参加受付中

ボランティア登録者研修会
　あいぽーとにボランティア登録をされている方を対象に研修会を開催します。今回は、障がい者の支援を実
際に体験していただきます。登録をしたけれど何から始めていいか分からない方、障がい者支援の方法を学び
たい方は、ぜひ参加してください。

■日　時：　平成25年２月17日（日）
■場　所：　ウェルパルくまもと１階　熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
■対象者：　個人としてあいぽーとにボランティア登録をされている方
※詳細については、あいぽーとにお問合せください。

障がい者の支援を実

参加受付中

ＮＰＯ法人向け会計セミナー
　熊本市内で活動しているＮＰＯ法人を対象に、活動計算書の記入法のセミナーを開催します。

■日　時：　平成25年２月22日（金）
■場　所：　ウェルパルくまもと１階　熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
■対象者：　熊本市内で活動するNPO法人
※詳細については、あいぽーとにお問合せください。

ます

参加受付中

あいぽーと折々ボランティア募集
　あいぽーとで発行している「あいぽーと通信」「eyes」などの情報誌の発送作業を手伝ってくださるボラン
ティアを募集しています。紙を折る、封入するといった簡単な作業です。参加はお一人でも、仲間の皆さんと
でも構いません。気軽に始めることができるので、ボランティアを始めたいけど、はじめの一歩が踏み出せな
いでいる方にピッタリです。

■活動日時：月１回。毎月末、午前10時～12時まで
■場　所：　ウェルパルくまもと１階　熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
※詳細については、あいぽーとにお問合せください。

てくださるボラン

随時募集中

あいぽーと Information




